
 

国際競争力強化のための広域幹線道路網の整備促進 

 

当地域は、自動車関連工業を始めとしたモノづくり産業の集

積により、世界有数の産業圏域として日本経済を牽引し、世界

経済の中でも大変重要な一角を占めております。 

社会経済のグローバル化が進展する中、わが国が欧米の国々

のみならず成長著しい東アジア諸国との厳しい国際競争に打

ち勝っていくためには、陸海空の総合的な社会基盤の拡充によ

り、さらに効率的で低コストな物流ネットワークを構築しなけ

ればなりません。 

総取扱貨物量が全国第１位を誇る名古屋港においては、コ

ンテナ船の大型化や増加するコンテナ貨物への対応が必要で

あり、特に今後も増加するアジア・中国物流への対応は遅延

なく進める必要があります。 

また、世界有数の産業圏域である当地域が日本と世界の架

け橋となり、海外との密接な交流を拡大していくことが肝要

であり、そのためには、中部国際空港が二本の滑走路を擁し、

真に２４時間運用可能な機能を備えることが必要不可欠であ

ります。 

そして、これらの物流拠点がその機能を十分に発揮するた

めには、背後圏にあって大きな経済力の源となっている産業

集積地と連絡する広域幹線道路ネットワークの整備が極めて

重要であります。 

当地域が今後も日本の経済を牽引する役割を十分に果たし

ていくため、次の事項について提言申し上げます。 

 



 

記 

 

１ 新東名高速道路は、日本の大動脈として我が国の成長

力・国際競争力強化に資する高規格幹線道路であるため、

国家的見地から早期整備を図ること。 

 

２ 名古屋環状２号線は、三大都市圏環状道路であり、名古

屋港や中部国際空港への重要なアクセス道路であるため、

西南部・南部について、専用部の一日も早い着工と、一般

部の４車線化の継続・早期完了を図ること。 

 

３ 名豊道路は、三河港等の重要港湾と自動車産業の集積地

を結ぶ物流の軸であるため、全区間の事業を継続し、ネッ

トワークの早期連結を図ること。 

 

４ 西知多道路は、中部国際空港と伊勢湾岸自動車道を連絡

する国の中枢ネットワークを形成する路線であるため、国

が責任を持つべき道路として早期事業化を図ること。 

 

５ 名古屋高速道路新宝線の早期整備を強力に支援し、名古

屋高速道路ネットワークの早期完成を図ること。また、利

用者サービスの向上のため、適切な料金施策等について総

合的な支援を図ること。 
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